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「教職実践演習」の成果と課題に関する検討

―静岡大学教育学部における2013年度の取り組みを通じて一

Achevements and lssues of“ The Pracical Semmar for Tea山 面g Professlonl

Through the Acton of the Academic Year of 2013 h the Faculty of Educaton,Shlzuoka Umver゛ ty

長谷川 哲 也

Tetsuya HASEGAM「 A

(平成 26年 10月 2日受理 )

The purpose of■■s study is to darify achevemen“ and issues of the pracical semmar for

teaching profession that have been carried out in the Faculty of Education, Shizuoka

University The revision of Teacheris License Law, the practical seminar for teaching

profession have been mtroduced as a reqtured sublect for those who seek a teattg icense

from the acadenuc year of 2013 Thls suuect is placed aS the∞ mpilaton of all the learmng

of four years at the universlty,and Iお expected as to guarantee the quality of the teacheris

hcense The subJect has been already carrled out in front of beconlmg lt a requlred subJect

at some universities, and the case studies have been accumulated This study shows an

overview of the pracical settar for teaching profession that has been carried out in the

Fac」ty of Educttion,Sluzuoka University And ths study is to analyze the Fesult of the

questlonnalre that was carried out in the students after dass,and ζ to dおcuss achievements

andお sues of thls sub」 ect The maln indins that ths study pr"ided are as folows Flrst

the evaluation of students to the implementation methods of the practical seminar for

teaching profession is high, and the evaluation of students to havmg been accomplished

through the pracical senlmar for teaching profession is high Second,the evaluaton of the

student to teacher tr山山 g COurse portfolo and prior explanaton of the pracical seminar fOr

teaching profession is low

l はじめに
2KX16年の中央教育審議会 (以下、中教審)答申「今後の教員養成 。免許制度の在り方につい

て」では、今日の教師教育改革に大きなインパクトを与える重要な施策である教職大学院の設

置、教員免許状更新制の導入、教職実践演習の新設が提言された。大学院段階における教員養

成や現職教育の高度化を目的とした教職大学院については、2007年 3月の「専門職大学院設置

基準等の一部を改正する省令等について一『教職大学院制度Jの創設について一」の公布を経

て、2∞8年 4月 より全国の19大学で教職大学院がスタートし、2014年現在では25大学で設置さ

れている。また、教員に必要とされる資質能力の刷新とその確認を目的とした教損免許状更新

制については、2007年 6月 の「教育職員免許法及び教育公務員特例法の一部を改正する法律」
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により法制化され、2009年 4月 より教員免許状更新講習が実施されている。一方、学部段階に

おいて導入が提言された教職実践演習については、2008年 11月 の「教育職員免許法施行規則の

一部を改正する省令Jに より「教職に関する科目」として同科目が新設され、2010年度入学生

より必修化されている。

上記の

“

∞年中教審答申によれば、教職実践演習とは「学生が身に付けた資質能力が、教員

として最低限必要な資質能力として有機的に統合され、形成されたかについて、課程認定大学

が自らの養成する教員像や到達目標等に照らして最終的に確認する」科日であり、学部段階に

おける「学びの軌跡の集大成」と位置づけている。教員養成に関するこれまでの各種答申等で

は、各大学が養成しようとする教員像が明確でないことや、学生に身につけさせるべき資質能

力についての理解が十分ではないことなどを指摘しており、教員養成に対する批判や反省のも

と、実践的な資質能カベースでの出口管理を実施しようとするものが教職実践演習であるとい

える (高橋 2008)。

このような趣旨から教職実践演習では、①使命感や責任感、教育的愛情等に関する事項、②

社会性や対人関係能力に関する事項、③幼児児童生徒理解や学級経営等に関する事項、④教

科・保育内容等め指導力に関する事項という4事項を含めるべきとしている。また授業内容に

ついては、「課程認定大学が有する教科に関する科目及び教職に関する科目の知見を総合的に

結集するとともに、学校現場の視点を取り入れながら、その内容を組み立ててνヽくこと」を求

めており、具体的な授業方法として、役割演技 (口 ‐ルプレイング)やグループ討議、実技指

導、実務実習や事例研究、現地調査 (フ イールドワーク)、 模擬授業などを提案している。加

えて、上記の4事項それぞれに対する到達目標と目標到達の確認指標例を示しており、資質能

カベースやパフオーマンスベースの指標を用いることで、学生が目標に到達しているかどうか

を確認するよう求めている。

以上のような設計のもとで導入された教職実践演習は、すでにいくつかの実践事例にもとづ

く研究が蓄積されている。例えば、必修化に先立って各大学で試行された事例を報告した田

宮・下野 (21108)や姫野ほか (mll)、 全学教職課程における試行事例を報告した樫田ほか (m14)、

カリキュラム開発のためのニーズ調査を実施した武田ほか (2013)や小柴ほか (2014)、 必修

イヒ後の実践を報告した梅津・近藤 (2014)な どがある:一方で、本格的に実施された教職実践

演習の成果や課題を扱つた研究はまだ僅少であり、教員養成の質保証という観点からこの科目

の意義を明らかにするためには、実証的な分析の蓄積が待たれるところである。

そこで本研究では、静岡大学教育学部で2013年度に実施した教職実践演習の概要を示したう

えで、授業終了後に学生に実施したアンケートの結果を分析することで、この科目の成果と課

題について検討する。

2 静岡大学教育学部における教職実践演習の実施概要
静岡大学教育学部では、教職職実践演習における授業内容や授業方法の具体的な検討を目的

として、教育学部と全学の担当教員、附属学校園の代表者で構成されるワ
ニキンググループ(以

下、WG)を立ち上げた。WGでは、2006年中教審答申に示された教職実践演習の制度設計を

踏まえながらも、すでに先行実施している短大の事例や他大学の試行事例、附属学校園からの

意見や要望、学生の現状などをもとに、以下のような授業の到達目標と学習内容を定めた。
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「教職実践演習」の成果と課題に関する検討

【授業の到達目標】

教員として必要とされる以下の4つの視点から、自らの教職課程での学習と成果をふりかえ

り、実践力を高めるとともに教員免許を得ることの意味と責任を自覚する。また、今後も専F5

職として絶えぎる研鑽が必要であることを理解し、実践する。

①教師としての使命感や責任感のあり方と、教育的愛情の重要性の理解

②社会性や対人関係能力の発達と、それらの必要性の理解

③幼児 児童 生徒理解の深化
④教科の指導力向上

[学習内容】

教員養成での学習を中心に学生生活をふりかえり、現段階の自己の実践的指導力の到達点及

び課題を確認するとともに、教職の実践力を高める。

①教職履修カルテ等を活用し4年間の足跡をふりかえりつつ、これまで身につけた教員力量

の到達点と課題を自己診断する。

②専門職としての教育力量の絶えざる向上のため、自己診断、行動計画、実行、確認 (いわ

ゆるPDCAサイクル)の考え方を身に付ける。

③授業実践力、子ども理解 生徒指導力、学校 学級経営力、危機管理能力ごとに実践的力
量の具体的成果を確認し、課題と欠点を自覚し、それを克服する。

④附属学校園や公立学校における授業 研究協議等に支援者またはATと して参加し、現職

教員とともに幼児・児童 生徒理解の技法と知見を体験的に学ぶ。

⑤学級経営や危機的事態の事例検討を通して、現代学校と教師の役割や責任、子ども理解、

社会との関わり方等を確認し、またその資質を高める。

これらの到達目標と学習内容にもとづき、具体的な授業としては、「学習 学生生活のふり
かえり」「学級経営」「事例研究J「指導技術J「訪問実習 (ま たは学校ボランテイア)」「まとめ」

を柱とする実施計画を策定した (表 1)。 さらにWGでは実施計画を策定後、学生向けの『教

職実践演習の手引き』と、担当教員向けの『教職実践演習実施要領』をそれぞれ作成した。

2013年度に始まった教育学部の授業では、基本的に4年次後期の木曜5 6時限に開講し、

授業内容によっては2コマ連続で実施した。授業形態については授業内容によって異なる。

第 1・ 2回 目の「学習 学生生活のふりかえりJでは、学生は各専攻 専修単位でクラスに

わかれ、教職履修カルテや教育実習の記録等を用いて、あらかじめ『教職実践演習の手引き』

に書き込んできた4年間の学びのふりかえりをもとに、自身のこれまでの学びの成果や課題に

ついてグループデイスカッションや全体発表で相互に共有した。

第 3・ 4回 目の「学級経営」では、学生はまずA組～D組の4ク ラスにわかれ、外部講師の

現職教員から学校 学級経営に関する講話を聞き、その後は各専攻・専修単位でクラスにわか

れ、『教職実践演習の手引き』のワークシートを個人で書き込み、それをもとにグループデイ

スカッションをおこない、再度4ク ラスに戻つて現職教員が授業を総括した。

第 5・ 6回 目の「事例研究」も同様に、学生はまずA組～D組の4ク ラスにわかれ、外部講

師の現職教員から学校での危機管理に関する講話を聞き、その後は各専攻 専修単位でクラス

にわかれ、『教職実践演習の手引き』のワークシートを個人で書き込み、それをもとにグルー
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プディスカッションをおこない、再度4ク ラスに戻つて現職教員が授業を総括した。

第 7～ 10回 目の「指導技術」では、学生は各専攻・専修単位でクラスにわかれ、教育実習の

経験などをふりかえりながら模擬授業を計画 。実践し、「教職実践演習の手引き』にある評価

シートで模擬授業の反省をおこなった (模擬授業の実施方法は各専攻 専修によって異なる)。
第11～ 14回 目の「訪問実習」では、学生は主に取得免許種にもとづいて7か所ある静岡大学

附属学校園に配属され、2日間の訪問日程の中で附属学校園の担当教員から指導を受けながら

授業観察やATな どの授業参加をおこない、『教職実践演習の手引き』のワークシートに実習

の様子や感想等を記入し、実習をぶりかえった。なお、一定の要件を満たす学校ボランテイア

等の活動をおこなっている場合は、この「訪問実習」を受講したものとみなされた。

第15回 目の「まとめ」では、学生は各専攻・専修単位でクラスにわかれ、これまでの授業内

容から達成できたこと (身についたこと)と達成できなかったこと (身につかなかったこと)

や今後の課題を『教職実践演習の手引き』に書き込み、教職実践演習の成果や課題についてグ

ループデイスカッションや全体発表で相互に共有した。

表 1 教職実践演習の授業内容 (2013年度実施版)

内書 r瘤な内瘤 主な担当者

学習 学生生活の
ふりかえり

オリエンテーション、PDCA●イ
クルなど、ふりがえリワークシー
ト出入

"臥
:カルテの目的とその利用方差を説明する

とともl二 .本奥ヨの椰 をヽ説明する。
スタンダードの考え方(目指すべき教帷 )の
説明。
PDOハサイクルの考え方の説明.
記入された歌職カルテに書づきら、りかえりを行
なう.

各専攻 専俸
の担当教員ワークシートを元にした、グ

ループでの相互評価、発表 教
員籠膵

3

4

学級経営

現臓教員による経営書の位置
づけについての議話と、具体的

作成方法、経営案く,略)の作
成、籠評

3-4回 !ま 1日 て連続して実施する。
■取ま員(囁教■/籠田/卜松派遣)による経
営■の位置づけについての疇嬌と具体的作成
の仕方についてく各専攻 ●●●担当椒員はグ
ループワークの補助 ).
4●に分かれて現摯藪員からの指導講評。

ヨ職薇員

各専攻 ●●
oIH当議 ■
〈補助 )

５

　

　

　

　

　

一　

　

　

　

　

６

事例研究 安全 健康 危機管理

5-6回 は1日で連続して実施する。
導入 :事傷研究のな口と実施方法についての

説明 .

場職教員による学校ての危機管理についての

議

"く

4クラスに分けて実施 )。
各クラスに分かれて危機管理的ケースのビデ
オを使つたオープンエンドの話し合いや意思決
定を行なう(各専攻 専修の担当教員はグループ
ワークφ補助 )。
内容としては、子どものけんかへの対応、携帯
プロフによる問題、学校不祥事に対するマス

=対応 .

使命感、子ども理解、保●●対応、対人関係な
ど多tta卓 から考える。
4″ スに分かれて、現コ重員より指導 誨評 .

ｒ　嚇級
藤　鍛碑帥

損澪技術

授彙案 阜元構成のぶりがえリ
導入:重いと進め方。

単元構成や概彙葉についての簡単な詩姜 .
散育皇晉で使●f‐曇彙案の修正とそれに基づ

く撲擬授業 模擬保冑の実施 (1回 につき学生2

～3人種鷹 )。
ふりかえりと辮価 .

各専攻 専停
の担当教員

8 腱燿螢彙 模H●●

模擬授業 棋燿保育

10 篠燿授業 模擬保市

‐１

一

‐２

一

‐０

一

‐４

晰問実ヨ
(3■ 時 悛

～
″ イ,つ

附鳳学校□

"間

、アシスタント
ティーラヤー、放爆後担当業員
との目饉
または学校ポランティア

課題の餃定。

附属訪間〈ある1週間で2口 Iまば終日).

授業,熙、授業への,加 .
漱屎後、担当改■とのふりがえり、協議。
X所定0条件を満たす学技ポランティア等の活
動を行つている場合は、それをも て1114回を
受講したものと,なす。

口

員

蜃

教

宇

当

属

担

朧

の

15 まとめ 実践嵐詈のふりがえり 菫贄演習の成果や標題を確躍 共有。 各専攻 専修
の担当教員
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3 学生に対するアンケー ト調査の分析
上記の内容で教職実践演習を実施し、2014年 2月 の第15回 目授業終了時に受講生全員を対象

としたアンケート調査をおこなった。アンケートでは、学生の進路や取得免許種といつた基本

情報、教職実践演習および大学教育全般に対する満足度や達成度、教員として身につけておく

べき資質能力の習得度、教職実践演習への意見や感想などを尋ねた。

学生の基本情報は図 1～図 4の通りである。 4年生の 2月 時点での進路は、「学校教員Jの

割合が35%と最も高く、次いで「学校教員臨時採用」の24%と なっており、正規 非正規を含

めて教職に就 く学生が 6割である。一方で「民間企業」の20%や「大学院進学」の12%な ど、

教職以外の割合も決して少なくないことから、教員免許の取得を希望する学生であっても多様

な進路を選択している現状が読み取れる。取得見込の免許状については、中学校一種が最も多

く、次いで小学校一種、高等学校一種となっている。なお図には示さないが、小学校一種と中

学校一種と高等学校一種のすべてを取得する学生の割合が約64%と最も高く、小学校一種と中

学校一種を取得する学生の割合が約14%、 中学校一種と高等学校一種を取得する学生の書」合が

約13%と なっている。教員免許以外で取得見込の資格については、総数としては決して多くは

ないが、学校図書館司書教諭と保育士の資格を取得する学生が一定数いることがわかる。

以下では、主に教職実践演習に対する学生の意識を中心に調査結果を概観し、性別、進路先、

教職実践演習全体の満足度の違いによる意識の差について分析する。
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■学校教員

■大学院進学 “
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図2 進路予定 (N=299)

図3 取得見込の免許種 (複数回答可) 図4 教員免許以外の資格 (複数回合円)
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3-1 教職実践演習に対する意識
ここではまず、教職実践演習として実施された「学習・学生生活のふりかえり」「学級経営」

「事例研究」「指導技術J「訪問実習」「学校ボランティア」「まとめ」という7項目の各授業と「教

職実践演習全体」の満足度について確認しよう。図5をみると、「学級経営」「事例研究」「指

導技術」「学校ボランテイア」「まとめ」の5項目では満足 (「十分満足」+「やや満足」)の割

合が8割以上と評価が高く、特に「学校ボランテイア」では「十分満足」の割合が 6割以上と

突出している。一方で「学習・学生生活のふりかえり」「訪問実習」「教職実践演習全体」では

相対的に評価が低く、特に「訪問実習」と「教職実践演習全体」では1割前後の学生が「不満

足」としている。

次に、教職実践演習の授業内容や授業方法に対する評価について確認しよう、図6をみると、

「担当教員 (外部講師を含む)の配置や役割は適切であつたJと 「授業の実施方法全般 (ク ラ

ス分け、施設設備、資料など)は適切であつた」では肯定的 (「そう思う」+「少しそう思う」)

な割合が 8割程度と評価が高く、授業全般の実施方法は妥当と判断されているようである。一

方で「『教職履修カルテ』は大学での学びを振り返るために有効であつた」と「教職実践演習

の事前説明は有効であつた」では肯定的な割合が 5割に満たないことから、教職実践演習を実

施する以前の準備に対して課題を感じていることがわかる。

さらに、教職実践演習を通して達成されたことについて確認しよう。図7をみると、「自己

が履修した4年間の教員養成カリキュラムの足跡を振り返りつつ、これまで身につけた資質能

力の到達点と課題を自己診断する」「学校現場体験活動 (附属学校訪問実習や公立学校ポラン

ティア)を通じて、現職教員とともに子ども理解の技法と知見を体験的に学ぶ」「学校と教師

の今日的役割や仕事内容への理解を通じて、教師としての使命感や責任感を獲得する」「仲間

との協働的な学びや、学校現場での現職教員との交流などを通じて、社会の中での自己の人間

性や、他者とのかかわり等の人間関係能力を養う」の4項目では達成できた (「十分達成できたJ

+「やや達成できた」)害」合が 8割以上と評価が高く、その他の 5項目でも6割程度が達成で

きたと評価している。一方で「学校に関わる地域や保護者に関する知識や理解について、自己

が身につけた資質能力の具体的成果を確認し、課題を自党してそれを克服するJでは達成でき

た割合が 5割に満たないことから、地域や保護者に関わる学びに課題を感じていることがわか

る。

最後に、大学 4年間の学びを通して身についた資質能力について確認しよう。図 8をみると、

「所属する専攻・専修の専門に関する知識や技能、ものの見方・考え方」では習得できた (「十

分習得できた」+「やや習得できた」)割合が 9割以上と最も高く、その他の7項 目でも8割

以上が習得できたとしており、身についた資質能力に対する評価は高い。一方で「学級経営・

行事に関する知識や技能Jと「学校に関わる地域や保護者に関する知識や理解」では習得でき

た割合が 6割に満たないことから、相対的にこれらの資質能力は身についていないと感じてい

ることがわかる。

以上、教職実践演習に対する学生の意識を概観すると、次のことがいえる。第一に、教職実

践演習の授業内容や授業方法では、担当教員の役割等を含めた授業全般の実施方法に対する評

価は高い一方で、事前説明の方法や教職履修カルテヘの記入といった教職実践演習を実施する

以前の準備、および成績評価の方法や基準に対する評価が低い。第二に、学校現場での体験的

な学びに対する評価は高く、とりわけ「学校ボランティア」の満足度が際立つ一方で、教職実
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践演習の正規授業として実施した「訪問活動Jへの評価は低 く、その実施方法に少なからず不

満が生じている。第三 l‐、所属する専攻 専修の専門的な知識や技能をはじめ、教員として身

につけておくべき基礎的態度やものの見方、子ども理解や授業実践の能力は概ね身についてい

ると評価する一方、学級経営に関する知識や技能、および地域や保護者への理解については相

対的に不十分さを感じていることがわかる。
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これまで身に 自己診断汚「 る (N‐296)

自己の資質能力をfLえず向上させるため、自己診断、行動針画、実行、確認
というPOCAサイク 身につける (N296〉

学校現場体験活動 (附属学校訪 F.1実習や公立学校ボランティア)を通じて、
とともに子ども理解の技まと知見を体験的に学ぶ (N296)

授業実践に関する知識や技能について、自己が身につけた
査費能力の具体的成果を確認し、課題を自覚してそれを克服する (N296)

子ども澤解および指導・支錮 こ関する知識や技能について、自己が身につけた
資質能力の具体的成果を確認し、課題を自党してそれを克服する (N296)

学級経営・行事に関する知識や技青Ыこついて、自己が身につけた
資質能力の具体的成果を確認し、課題を自覚してそれを克服する (N‐296)

学校現場における危機管理能力について、自己が身につけた
資質能力の具体的成果を確認し、課題を自党してそれを克服する (N‐295)

.1,

仲間との協働的な学びや、学校現場での現職教員との交流などを通して、
社会の中での自己の人間性や、他者とのかかわり等の人間関係能力を養う(N‐294)

■0%     20%

i十 分 達 成 できた ■達成できなかつた

30る     40%     50%     60%     706

轟やや達成できた 躍あまり達成できなかった

図7 実践演習で達成したこと

自己力く履修した4年間の教員養成カリキユラムの足跡を振り遅りつつ、

学校に関わる地域や保護者に関する知識や理解について、自己が身につ 1ガニ

学校と教師の今日的役割や仕事内容への理解を通して、



「教職実践演習」の成果と課題に関する検討

280

257

159

所属する専IIk専修の専門に関する

知識や技能 ものの見方 考え方 (Nつ 99)

教師の仕事の全般の理解

(N‐300)

教職に対する熱意や使酬ま責任感

(N■ 00)

授業実践に関する知識や技能

(N=300,

だ も理解および指導 支援に

関する知識や技能 (N‐31X)

学級経営 行事に関する

矢3計技能 (N‐299)

学校に関わる地域や保護者,こ

関する知識滲理解 (N=2")

社会の中での自己の人間性や

他者とのかかわり等の川間関係能力 (N・300

白鷲 考え 判断ン、主体的に行■ltる 力
(N■∞)

自己を省察し、学び制する力
(N→ 00)

3■

`
|

0%

‥
―　
　
‥
　
％

〓

十分習得できた  .やや習得できた

図8 大学で身についた資質能力

3-2 性別、進路先、教職実践演習全体の満足度の違いによる意識の差

先に図5～図8で確認した、教職実践演習として実施された各授業の満足度 (以下、【各授

業の満足度】)、 教職実践演習の授業内容や授業方法 (以下、【実践演習の内容や進め方】)、 教

職実践演習を通して達成されたこと (以下、【実践演習の達成度】)、 大学4年間の学びを通し

て身についた資質能力 (以下、【大学で身についた資質能力】)について、ここでは性別、進路

先、教職実践演習全体の満足度の違いによる学生の意識の差を検討する。

まず 【各授業の満足度】について表2を確認しよう。性別では「学校ボランテイアJと「ま

とめJという項目で有意な差がみられ、いずれも「女性」群の平均値が高くなっている。教職

実践演習全体の満足度では「学級経営」と「学校ボランテイア」以外のすべての項目で有意な

差がみられ、いずれも「満足J群の平均値が高くなっている。なお就職先については、いずれ

の項目でも有意な差はみられなかった。

次に 【実践演習の内容や進め方】について表3を確認しよう。性別では「授業を進める上で

『手引き』は有効であつたJ「授業の実施方法全般 (ク ラス分け、施設設備、資料など)は適切

であった」「『教職履修カルテ』は大学での学びを振り返るために有効であつたJと いう項目で

有意な差がみられ、いずれも「女性J群の平均値が高くなっている。教職実践演習全体の満足

度では「成績評価の方法と基準は明確に提示されていた」と「『教職履修カルテ』を記入する

授業科日の設定や、記入方法、記入する分量は適切であった」以外のすべての項目で有意な差

がみられ、いずれも「満足」群の平均値が高くなっている。なお就職先については、いずれの

項目でも有意な差はみられなかった。
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さらに 【実践演習の達成度】について表4を確認しよう。性別では「自己が履修した4年間

の教員養成カリキュラムの足跡を振り返りつつ、これまで身につけた資質能力の到達点と課題

を自己診断する」と「仲間との協働的な学びや、学校現場での現職教員との交流などを通じて、

社会の中での自己の人間性や、他者とのかかわり等の人間関係能力を養う」という項目で有意

な差がみられ、いずれも「女性J群の平均値が高くなっている。就職先では「学校現場体験活

動 (附属学校訪問実習や公立学校ボランティア)を通じて、現職教員とともに子ども理解の技

法と知見を体験的に学ぶ」と「学校と教師の今日的役割や仕事内容への理解を通じて、教師と

しての使命感や責任感を獲得する」という項目で有意な差がみられ、いずれも「教員」群の平

均値が高くなっている。教職実践演習全体の満足度では「学校に関わる地域や保護者に関する

知識や理解について、自己が身につけた資質能力の具体的成果を確認し、課題を自覚してそれ

を克服する」「学校と教師の今日的役割や仕事内容への理解を通じて、教師としての使命感や

責任感を獲得する」「仲間との協働的な学びや、学校現場での現職教員との交流などを通じて、

社会の中での自己の人間性や、他者とのかかわり等の人間関係能力を養うJという項目で有意

な差がみられ、いずれも「満足」群の平均値が高くなっている。

最後に 【大学で身についた資質能力】について表5を確認しよう。性別では「社会の中での

自己の人間性や、他者とのかかわり等の人間関係能力」という項目で有意な差がみられ、「女性」

群の平均値が高くなっている。就職先では「教職に対する熱意や使命感・責任感」という項目

で有意な差がみられ、「教員」群の平均値が高くなっている。教職実践演習全体の満足度では

「学校に関わる地域や保護者に関する知識や理解」「社会の中での自己の人間性や、他者とのか

かわり等の人間関係能力」「自分で考え、判断し、主体的に行動する力」「自己を省察し、学び

続ける力」という項目で有意な差がみられ、いずれも「満足」群の平均値が高くなっている。

以上、性別、進路先、教職実践演習全体の満足度の違いによる意識の差をみると、次のこと

がいえる。まず性別について、「男性」群と「女性」群の間でそれほど大きな違いは生じてい

ないものの、相対的に「女性J群の評価が高くなっている。特に、自己の人間性や人間関係能

力の育成に関わる項目で、その傾向が顕著であった。次に就職先について、【各授業の満足度】

と 【実践演習の内容や進め方】では有意な差がみられず、「教員」群と「教員以外」群の間で

意識の違いは生じていなかった。【実践演習の達成度】と 【大学で身についた資質能力】でも

有意な差がみられたのは合計してわずかに3項目であり、教師としての使命感や責任感に関わ

る項目で、「教員J群の評価が高いとぃう傾向であった。最後に教職実践演習全体の満足度に
ついて、【各授業の満足度】と 【実践演習の内容や進め方】ではほとんどの項目で有意な差が

みられ、教職実践演習の全体的な満足度と、個別の授業内容 授業方法に対する評価との関連
性が強いことがわかった。一方で 【実践演習の達成度】と 【大学で身についた資質能力】で有

意な差がみられた項目は限定的であり、地域や保護者に関わる項目や、自己の人間性や人間関

係能力の育成に関わる項目で、「満足」群の評価が高いものの、個別の授業内容・授業方法に

1 対する評価と比べれば、教職実践演習の全体的な満足度と、達成度や身についた資質能力との

関連性は強くはない。
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表2 【各授業の満足度】のT検定

差Ll)十 pく O l15,*ホ pく001 ■**Pく0001

注2)平均値は、「十分満足=4J～「不満足=1」の 4件法で算出した。

菫3)教職実践演習全体の満足度は、「十分満足」+「やや満足」=「満足」、「やや不満足」+「不満足J=「不満足」とした。

表3 【実践演習の内容や進め方】のT検定
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【各授業の満足度】 性月l N 平均値 就職先   N 平均値 茎陳青肇電蔓  N 平均値

学習・学生生活のふりかえり
男

女

138   276
161   291

教員   175 286
教員以外  124  281

澤電月己         162   298  *十
不満F    137  269

学級経営
男

女

134   316
161   322

孝支jl      171   3 26

教員以外  124 310
漏百月己         158   325
不満星       137   313

事例研究
男

女

138   309
162   322

教員   175 321
教昌以外  125  309

】宙天己          163   324  *
不鶴F       137   307

指導技術
男

女

138   310
160   317

教員   175 317
教昌以外  123  310

澤奇厠己         163   326  **
不濫 F        135   299

訪間実習
112   303
126   300

男

女
教員   134 311
教昌以外  104 288

澤南厠己         131   330  ***
不藉 P        10フ   266

学校ボランティア
男

女

333  *
370

教員    58 359
教昌以外  28  339

満足     45 304
Й`】宙獨己        41    339

まとめ 曇  |::  ::♀ : *
教員   174 309
教員以外  121  306 栗 曇 足       |:1  ::鰐  

替 *

【実践演習の内容や進め方】 性別 N 平均値 就職先   N 平均値 茎礫秀曇電喜  N 平均値

授業の到達目標は明確に提示されていた
137   271
160   284

男

女

教員   173 278
教日以外  124  277

満足         160   293  **
ヨド澪吉星        137   260

授業の構成や内容は適切であつた
130   283
161   279

男

女

峯彙多ミ      175   286
費目以外  124   274

100   005  ***
136   252星

足

満

満

不

担当教員(外部講師を含む)の配置や役割は適切
であつた

138   020
162   331

男

女

教員    175 326
議を目 ,1夕  ヽ 125   326

満足     160 037 料
a卜 J臨月己        137   112

授業を進める上で『手弓き』は有効であつた
g巳    108   254  *ホ
ヨて   160   207

教員   174 268
睾を目 以 夕ヽ   124   277

澤苺痴己          160   287  *キ
ス`ヨ整F        135   254

成績評価の方法と基準は明確に提示されていた
男  138 251
電を   162   262

教員   175 257
葬姜目,1タト  125   250

澤寄足         163   203
コヽ 籠雷F        107   249

授業の実施方法全般(クラス分け、施設設備、資料
など)は適切であつた

男  130 290 ホ
■   161  312

教員       174   302
教 目以外  125  302

満足         163   318  ホH
不艦 F       106   282

r教職履修カルテJを記入する授業科目の設定や、
記入方法、記入する分量は適切であつた

261
271

男

女

教員   173 267
教日以外  125  266

満足     162 272
不満星       136   260

「教職履修ル テ」は大学での学びを振り返るため

に有効であつた
男   138   221  *
女   161   248

教員   174 207
教目以夕ヽ  125   234

満足         162   256  料 *
|ド讐自星        137   212

夏休み中の課題 (『手弓Iき』P9～ Pll)の 分量や内

容は適切であつた

138   275
162   273

男

女

教員   175 278
塞をロ リ タヽ   125   268

満足    160 287 科
フト
=廊

力己        137   258

『手引き』の各ワークの分量や内容は適切であつた
137   264
161   280

男

女

教員   173 272
葬な昌 ジ1夕  ヽ 125   270

満足     162 280 料
aヽョ宙獨己        136   259

教職実践演習の事前説明は有効であつた
138   238
160   255

男

女

教 員

教 昌 以 外  125
澤苺厠己         162   270  ***
易ヽ撻菫P        136   220

訪問実習代書措置 (代替ボランシ ア)の事前説明
や諸手続きは有効であつた

284
271

男

セ

教員    81 279
教員以夕ヽ  59  273

満足         71   294  *
コヽ 1吉 F        69    258

訪問実習の事前指導は有効であつた
」目   103   264
考を   122   258

教員   127 265
教日以外  100  255 粟 量 星     1釜   :::: *料

注1)摯 〆OЮ 5摯十pく001 ***Pく 0001

注2)平均値は、「そう思う=4」～「そう思わない‐11の 4件法で算出した。

注3)教職実践漬習全体の満足度は、「十分満足」+rゃゃ満足J=『満足」、「やや不満足」+「不満足」=『不満足」とした。
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表4 【実践演習の達成度】のT検定

【実践演習の達成産】 性月I N 平均値 就職先  N 平均値 茎礫秀曇電属  N 平均値
自己が●●Lf‐4間の教員姜咸カリ■ユラムの足跡を振り返りつつ.これⅢ
身につけた■■●力の到達点と課題を自己診断する

男   134   284  ホ
」た   102   298

議女Jl      174   2 95

藪■以外 122 287
９８
　
“

満足

不満足

自己の贅贅籠力を絶えず向上させるため、自己鰺断、行動■l回、実行、確認と
しヽうP00Aサイクルの考え方を身につける

男

女

134  280

162  273
建女■      174   277

教員以外 122 275

ｍ
　
７３

０‐

“

満足

不満足

授業実践に関する知障や技籠について、自己が身につけた■■籠力の具体的
成果を確認し、課題を自党してそれを克服する

男   134   289

女   162   238

教員   174 295
教員以外 122 280

２

　

２

満足

不満足

子ども理解および糧諄 支援に関する知識や技能について、自己が身につけた
贅賣能力の具体的咸果を確認し、課題を自党してそれを克服する

男 134 239
′
女  162 298

教員   174 297
教員以外 122 289

満足

不満足

学緞経営 行事に関する知識や技龍について 自己が身につけた■■籠力の
具体的成果を確認し、課題を自覚してそれを克服する

男   134   272

女  162 265
教員   174 269
教員以外 122 266

滴足

不満足

学技に関わる地,や保護者に関する知識や理解について、自己が身につけた
贅贅能力の具体的成果を確認し、課題を自党してそれを克肛する

男  104  244
女   162   246

教員   174 2“
教員以外 122 246

満足

不満足

学校現場における危機管理籠力について、自己が身につけた贅貫籠力あ具体
的成果を確認し、課題を自党してそれを克服する

男  133 267
」k   162   270

散員   173 269
教員以外 122 267

満足

不満足

学校現場体験活動く腑属学技訪日実習や公立学校ボランテ″ )を通して.

現職藪■とともに子ども理解の技法と知見を体験的に学ぶ

２０

２

３
一　
ａ

男

女

教員   174 309 *梓
教員以外 122 006

満足         101   330

不満足   105 019
学校と薇師の今日的役割や仕事内容への理解を通して、教顔としての使命感
や貴●感を獲脅する

104   304

162   319

男

女

教員   174 320 *
教員以外 122 002

済足         101   325  ‖
不満足   135 297

仲日との機働的な学びや、学校ヨ場での現職教員との交流などを通して、社会

の中での自己の人間性や、他者とのかかわり等の人間関係能力を養う

男   133   313  
率

ヨそ   161   302

教員   173 324
教員以外 121 322

満足    100 034 **
不満足    104 3■ 0

注1)摯 〆005**pく 001 11tt X0001

注2)平均値は「十分逮成できた=4J～「達成できなかつた=〔 Jの 4件法で
=出
した。

注3)螢確実践澳晉全体の調足度は「十分満足J+「やや満足J‐「満足J「やや不満足J+「不満足J‐「不満足Jとした.

表5 【大学で身につしヽた資質能力】のT検定

注1)*pく 005,**pく001-Pく 0,01
注2)平均値は、「十分習得てきた=4J～「習得てきなかつた=1」の 4件法で算出した。

注3)教臓実践演習全体φ満足度は、「十分満足」+「やや満足」=r着足」「やや不満足」+「不満足」=「不満足」とした。

4 考察
ここまでの分析結果をもとに、2013年度に実施された教職実践演習の成果と今後の課題をま

とめる。

まず成果について、教職実践演習の授業内容や授業方法では、担当教員の役割等を含めた授

業全般の実施方法に対する評価は高く、教職実践演習を通して達成されたことも、ほぼすべて

の項目で6割以上の学生が肯定的に回答していた。このことから、実施初年度の基本的な授業

【大学で身についた資質能力】 性男l N 平均値 就職先  N 平均値 茎糠秀彗電甚 N 平均値
所属する専政・専修の専門に関する知識や技能、
ものの見方・考え方

男

女

320
327

書女員      175   328
散晏以外  124 319

葬盲痴己          103   325
不満星       131   324

教師の仕事の全般の理解
男  108 312
tr   162   318

教員   175 3J4
教 目 以 外  125  318

満足     103 318
不満 P       137   312

教職に対する熱意や使命感・責任感
男

女

320
324 蟄 曇 以 外  |::  :::: **黎

満足     103 326
不満P       107   321

授業実践に関する知識や技能
男

女

301
293

教員   175 290
教員以外  125  293

満足     163 001
不満 F       137   292

子ども理解および指導 支援に関する知識や技能
男

女

302
314

孝彙■       175   300
数日以外  125  312

満足     163 310
不満摯       107   300

学級経営・行事に関する知識や技能
男  138 264
Jを   161   262

義実jl       175   2 63

教 日 以 外  124  260
満足     102 209
不窪 P       137   256

学校に関わる地域や保護者に関する知識や理解
138   237
161   250

男

女
教員   175 240
豊日以外  124  249

澤奇厠こ         162   254  *
ヨド讐斎F        137   232

社会の中での自己の人間性や、他者とのかかわり等
の人間関係能力

男

女

138   297  *
162   317

教員      175   305
教 日以外  125  013 栗曇星     |::  :::: ‖

自分で考え、判断し、主体的に行動するカ
男

女

103   314
162   321

教員   175 315
教日以外  125  022 栗 曇 摯      |::  :::: **

自己を省察し、学び続ける力
男

女

130   310
162   319

教員   175 310
教員以外  125  322 栗 量 F     I::  :::: *



「教職実践演習」の成果と課題に関する検討

設計はおおむね妥当であるといえよう。また、教職実践演習は4年次後期に実施されることか

ら、すでに学生の進路が決定している状況で、教職に就く学生とそうでない学生との間のモチ

ベーション等に差が生じてしまう恐れもあったが、上記の分析結果をみる限り、進路先による

差異は限定的である。実際、教職実践演習全体の満足度についても、進路先による差はみられ

なかった①。すなわち、教職実践演習という授業自体が充実して有意義なものであれば、教職

に就くかどうかに関わらず、どのような学生でも肯定的に評価し、成長に寄与しうることが示

唆されるのである。ただしここで留意しなければならないのは、この結果が教員免許状の質保

証に直結するとは言い切れないことである。アンケート調査に対する学生の自由記述からは、

4年次後期という大学生活最後の時期に、同じ専攻 専修等の学生同士が協働的な学びを展開
することに肯定的な意見もみられ、「良い思い出づくり」というバイアスが評価に反映されて

いることは否めない
21。 もちろんそこにも何らかの教育的な成果を見出すことはできるだろう

が (例えば、自己の人間性や人間関係能力の育成といつた社会人としての成長など)、 教職遂

行能力を包括的に育成し、教員免許状の質を保証しているのかどうかについては、なお詳細に

分析しなければならない。

次に課題について、教職実践演習の授業内容や授業方法では、事前説明の方法や教職履修カ

ルテヘの記入といつた教職実践演習を実施する以前の準備、および成績評価の方法や基準に対

する評価が低かった。とりわけ事前説明や教職履修カルテについては、この科目が学部段階に

おける「学びの軌跡の集大成」と位置づけられている′ことから、それまでの学びを総括するた

めの準備をさらに入念におこなう工夫が必要となるも具体的には、教職実践演習でのふりかえ

りに有効となるような教職履修カルテの見直しおよび改定 (『教職実践演習の手引き』の改定

も含む)、 入学後から段階的・継続的な学びのふりかえりができるようなカリキュラムの設計、

4年次の事前説明会における教職実践演習の位置づけの理解促進などが挙げられよう。すなわ

ち、教職実践演習で教育的な成果を高めるためには、実際の15回の授業設計自体を検討すると

ともに、4年間の学びの中に教職実践演習をどう位置づけ、それまでにどのような準備をして

おくのかということを、十分に検討する必要があるといえよう。さらに、教職実践演習の成果

をどのような指標で確認するのかということにも課題がある。上記の分析では、教職実践演習

全体の満足度は、個別の授業内容 授業方法に対する評価との関連性が強い一方で、達成度や

身についた資質能力との関連性は限定的であった。すなわち、教職実践演習に対する学生の主

観的な満足度を担保することが、必ずしも教職実践演習の達成度や身についた資質能力に直結

するわけではなく、先にも述べたように教職実践演習が「うまくいく」ことが教員免許状の質

保証に寄与しているかどうかは慎重に議論しなければならない。

注

(1)教職実践演習全体の満足度と学生の進路先についてカイニ乗検定を用いて分析したところ、

有意な差は確認されなかった。

就職先

教員 教員以外 合計

教職実践演習

全体の満足度

満足 554%(97) 528%(66) 543%(103)

不満足 446%(78) 472%(59) 457%(137)

合計 1000%(175) 1000%(125) 1000%(300)

il) r z=0.652, ryrttltES.
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(2)ア ンケート調査では、教職実践演習の各授業内容を通して気がついたことや要望などを自

由に記述できる回答欄も設けた。その中では、「 4年間で学んできた教職のための授業に

ついて、一緒に学んできた仲間と振り返ることができてよかった」や「同じ専修の人と最

後の半年間にデイスカッションやグループワークなどの授業ができて楽しかった」といっ

た意見が確認された。
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